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博士論文審査： 
 本博士論文は、海産ラン藻の一種 Lyngbya cf. majuscula（シノニム Moorea producens）に着目し、
ハワイ産ならびに沖縄産の本種ラン藻から生理活性物質を探索し、その構造や作用について検討したも
のである。 
 ハワイ産ラン藻Moorea producensの抽出物を精査した結果、既知の有毒成分である lyngbyatoxin A 
(1) および新規 lyngbyatoxin A 類縁体・12-epi-lyngbyatoxin A (2)、2-oxo-3(R)-hydroxy-lyngbyatoxin A (3) 
ならびに 2-oxo-3(R)- hydroxy-13-N-desmethyl-lyngbyatoxin A (4) を単離し、これらの構造を明らかに
した。今まで lyngbyatoxin 類はプロテインキナーゼ C（PKC）の C1ドメインに結合することで PKC
を活性化して強力な発がんプロモーター作用を示すことが報告されていた。また、急性毒性につい
てもこの lyngbyatoxin 類の有する PKC活性化作用と関連づけて考えられてきた。今回得られた化合
物群について PKC の C1 ドメインとの結合活性を調べたところ、lyngbyatoxin 類の細胞毒性や甲殻類
致死活性などの急性毒性は PKC の活性化と異なるメカニズムで発現している可能性が新たに示さ
れた。 また、沖縄産ラン藻Moorea producensからは本研究室で確立した抗珪藻活性試験を用いて、
ラン藻内に多くの抗珪藻物質が存在することを明らかにした。また、強い抗珪藻活性を示した画分
から二つのフタル酸ジエステルタイプの 2 量体、3 量体の化合物を単離、構造決定した。2 量体は
ラン藻から今回初めて得られた化合物であり、3 量体は新規化合物であった。これら化合物は残念
ながら抗珪藻活性は有していなかった。いずれにせよ、これらの研究成果はラン藻が天然物化学に
おける新規化合物発見の有用な資源であることを再確認させるものであった。 
これらの成果は、単に海洋天然物化学の領域のみならず、生理学や環境学にまで影響をおよぼす
優れた研究といえる。 
 以上の内容から、学生から提出された博士論文は、国内外の研究の水準に照らし、各研究分野に
おける学術的意義、新規性、独創性及び応用的価値を有しており、博士の学位に値することを審査
委員一同確認した。 
 
最終試験の結果要旨： 
 
最終試験は 8 月 17 日に行われた。審査委員一同出席の下、学生に対して、博士論文の内容につ
いて最終確認のための質疑応答を行い、その内容は十分であった。一方、専門知識については公開
発表会当日の質疑応答時や予備審査時でのディスカッションを含め十分であると審査委員一同確
認した。学術論文は以下の 3編が第一著者として公表済みであることを確認した。①Jiang, W., Akagi, 
T., Suzuki, H., Takimoto, A., Nagai, H. A new diatom growth inhibition assay using the XTT colorimetric 
method. Comp. Biochem. Physiol. C Toxicol. Pharmacol. 2016, 185, 13-19. ②Jiang, W.; Zhou, W.; Uchida, H.; 
Kikumori, M.; Irie, K.; Watanabe, R.; Suzuki, T.; Sakamoto, B.; Kamio, M.; Nagai, H. A new lyngbyatoxin from 
the Hawaiian cyanobacterium Moorea producens. Mar. Drugs 2014, 12, 2748-2759. ③Jiang, W.; Tan, S.; 
Hanaki, Y.; Irie, K.; Uchida, H.; Watanabe, R.; Suzuki, T.; Sakamoto, B.; Kamio, M.; Nagai, H. Two new 
lyngbyatoxin derivatives from the cyanobacterium Moorea producens. Mar. Drugs 2014, 12, 5788-5800.  
これら学術論文はすべて英語で書かれており、かつ、国際会議において英語で口頭発表しており、
英語の学力については問題ないと判断した。 また、講演発表は国際学会において２回、国内学会
において４回発表している。Web of Science上ですでに上記②の論文は 7回、③の論文は 5回引用
されており、本研究内容が国際的に評価されていることが客観的に示されている。合同セミナーへ
の出席回数も 60時間を越えていることを確認した。 
